
 

つんのーで！ 
佐世保市立中里中学校 

学校だより 第４号 

文責  校長 川 口 貴 晴 

令和 7年４月２３日（水）発行 

【学校教育目標】 「自ら学び、考え、行動し、自ら『生きる力』を培う生徒の育成」 
【めざす学校の姿】「生徒が通いたくなる学校」「保護者が子どもを通わせたくなる学校」 

「地域が自慢したくなる学校」「教職員が勤めたくなる学校」       
【めざす生徒の姿】「愛（合い）のある生徒」 

～支え合い、学び合い、磨き合い、高め合い、励まし合い～ 
【めざす教師の姿】「時代・社会の要請を理解し、自らの教師力・人間力を高める教師」 
【めざす授業の姿】「生徒の主体性・確かな学力・生きて働く力を育む授業」 

 
 

 
先生方からの「熱いメッセージ」の第２弾をお贈りし

まします。１年生は先生方の名前と顔が一致したか

な？先生も生徒の皆さんも、お互いに早く覚えよう！ 

※表記については以下のようになっております。 

★ 〔名前〕  

① 今年度の思いを示す漢字１字〈 ◆ 〉 

② ①の漢字にした理由  

③ 生徒・保護者・地域の皆様へのメッセージ 

※記載順は順不同・敬称略です。 
 
★〔 立石 寿美代 〕 

①〈 志 〉 

②志をもった子どもたちを育てる

ために、志をもって日々接していき

たいから。 
③中里中３年目で、今年度は持ち上がりの２年生担当
です。生徒の皆さん、思いやりや優しさにあふれる温
かい学年をつくっていきましょう。また、数学が好きな
生徒、数学の学習にまじめに取り組む生徒を増やし、
数学の力がつくように工夫していきたいと思います。
１年間、一緒に頑張りましょう！ 
 
★〔 事務 高原 瑠菜 〕 
①〈 恩 〉 
②採用 3 年目を迎え、これまで支えて
くださった方々への感謝の気持ちを大
切に、事務職員として恩返しができるよう、
さらに成長していきたいという思いを込めました。 
③事務室は、皆さんの学校生活をそっと支える場所で
す。何か困ったことがあれば、気軽に声をかけてくださ
いね。 
 
★〔 ＳＳＳ 福山 恵 〕 
①〈 柔 〉 
②柔軟な思考や新しい視点を持ち、優しく穏やかな対
応を心がけたいと思います。 
③学校一般事務、給食事務、PTA 事務に関することを
行っています。 生徒の皆さんと直接関わることは少な
いと思いますが、廊下ですれ違う時に明るく元気な挨
拶ができると嬉しいです。１年間よろしくお願いいたし
ます。 

 
★〔 本山 修 〕 

①〈 陽 〉 

②陰陽、明暗、正負、吉凶などの熟語が浮かびましたが、

ポジティブ・ネガティブの組み合わせに近い意味の漢字

を考えました。陽気と陰気というニュアンスに近いです

が、物事には必ず表と裏があります。できれば、表か裏か

ではなく、ポジティブな面を大切にしてほしいという願い

を込めて、「陽」という漢字を選びました。 

③本年度もスクールカウンセラーとして配置されました

が、不登校やいじめなどの問題がある人のためにいると

思われがちです。もちろん、そのような深刻な問題への支

援を目的とした配置ですが、それ以外の面談も大切な仕

事です。「つんのーで！」第 1号に、学年代表の決意・目標

が紹介されていましたが、二人ともしっかりした表現で、

それぞれに学習時間を工夫したり小さな努力を積み重ね

たりと、自分なりの対処法を考えていることに驚きまし

た。中学生に共通の「気になる問題」は、学習の問題では

ないでしょうか。目標を立ててもなかなか思うように進

まないとか、勉強する気になれないという思いは誰もが

もっているはずです。日常のふと気になったことでも、も

やもやしたまま心のどこかにしまっている問題があれば、

一緒に作戦を立てて、少しでも先へ進められたらいいと

思っています。保護者の方も、気軽

にご相談ください。１年間、よろし

くお願いします。 
 
★〔 矢次 香南子 〕 

①〈 健 〉 

②今年度はさらに心身の健康に

ついての学びを深めて、自分自身も健康な生活を意識す

る 1年にしたいからです。 

③中里中学校２年目となりました。保健だよりも月に１回

発行していきたいと考えておりますので、目を通してくれ

ると嬉しいです。今年も健康第一で過ごしましょう。よろ

しくお願いします。 
  
★〔 池内 尚子 〕 

①〈 進 〉 

②昨年度より自分なりに少しでも前進し

てほしいです。 

③まずできる何かをやっていこう！ 

先生方からの熱いメッセージ！２

② 



★〔 池田 純一 〕 
①〈 連 〉 
②みんなでつんのーで楽しく生活していきたいと思っ
たから。また陸上部として、男女総合優勝３連覇を達
成したいと思ったから。 
③中里中２年目の池田です。みんなが安心して安全に
生活できる中里中学校を作っていきたいと思います。
必要なのは勇気です。勇気を出せる人になれるように
一緒に頑張りましょう。保護者の方と一緒に私も、こど
もたちの幸せのために頑張らせてください。どうぞよ
ろしくお願いします。 
 
★〔 山邊 秀樹 〕 
①〈 覚 〉 
②立場や役割を「自覚」して、頑張
りたいという思いがあります。 
③それなりの年齢になり、出会い の
先に再会があることを意識するようになりました。生
徒とともに、助け合い、支え合いの精神で頑張ります。 
 
★〔 松田 結子 〕 
①〈 和 〉 
②「和」は日本のことですが、他にも、おだやか、なご
む、あたたか、なかよくする・・・というような意味があ
ります。また、和音、調和、和風、平和など心穏やかに
なる言葉に使われているので、この字を選びました。 
③生徒（保護者向けでも結構）へのメッセージ 
誰もが「あいさつ」「返事」「掃除」ができる学校、「優し
い言葉」が飛び交う学校を目指して頑張ります。合唱コ
ンクールも成功させたいです。皆さん、よろしくお願い
いたします。 
 
★〔 富村 真梨子 〕 
①〈 感 〉 
②学級・学年の生徒・先生たちと共
に笑い、楽しみ、悩み、たくさんの
「感」情を共有できる１年にしたいと思ったからです。
たくさんの心が動く経験を通し、「感」動的な１年、「感」
動的な卒業式になるようにしたいです。 
③ 今年度もお世話になります、英語科の富村です。授
業を通して、生徒たちの力を高め、自信をもって受検
にのぞめるようサポートしていきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。 
 
★〔 岩波 直 〕 
①〈 初 〉 
②初心に立ち戻り、いただいた役割に精進します。 
③週１回の勤務の上、生徒の皆さんと直接かかわる機
会が極めて少ないですが、どうぞ、
よろしくお願いいたします。 
 
★〔 森 小夜子 〕 
①〈 幸 〉 
②健康で充実した日々が送ること
「幸」を願っているからです。 
③生徒の皆さんへ 学校は、いろい
ろな考えをもった人の集まりです。お互い、思いやりの
心を表す「ことば」と「行動」が大切です。皆さん一人一
人が「幸」を実感できるよう、協力して学校生活を過ご
していきましょう。 

★〔 並川 銀河 〕 
①〈 最 〉 
②「最高」学年の所属になり、すべての
行事が「最後」となる中学校生活で、「最
高」と思える、さらに「最も」幸せだっ
たと思える１年間にしたいという願い
を込めたからです。 
 
★〔 野本 潤也 〕 
①〈 和 〉 
②新しく入学した 1 年生たちとたくさん話して、遊ん
で、「和」を広げていきたいから。 
③数学の勉強を一緒にがんばりましょう！授業中以外
もたくさん話して、みんなと仲良くなりたいです！昼休
みは１組教室にいるので、１日１回は話しましょう！ 
 
★〔 濱田 朋子 〕 
①〈 歩 〉 
②新しい月日が始まると心新たに歩もうと思います。昨
日の一歩、今日の一歩、明日の一歩、前に進む一歩も立
ち止まって考える一歩も、人生には大切なものだと思え
ます。日々、積み重ねる一歩は、無駄なものはなく、力
になってゆくと思うので「歩」としました。 
③今年度もいろんな出来事に出会ってゆくのだと思い
ます。二度とない今を、歩いて感じる喜怒哀楽を大事
に･･･一緒に過ごしていきたいと思います。よろしくお
願いいたします。 
 
★〔 山口 美恵子 〕 
①〈 信 〉 
②信じることのできない世の中になっていて、目に見え
ない神仏や人の心を思いやることのできない世の中に
なっているので、正しい眼と心をもって信念をもって歩
んで行きたい。 
③一年一年が大きく成長していく中学校生活の中で１
つの本を通して、心を育てていってほしいと思います。 
 
 
 

   ４月２２日（火）の全校朝会の中 
   で生徒に示した漢字です。さて、 

何と読むでしょうか？生徒は全員 
知っているはずです（たぶん）。 
「恕」とは、孔子が、ある時、「人間 
として一生貫き通すために大切な 
ことを一つの言葉で表す言葉があ 
りますか」と尋ねられた時に、「そ

れは『恕』かな。『恕』とは人に対しての思いやりの心であり、
自分が人からされたくないことは、他人に対して決して行っ
てはならないこと」と答えたと「論語」に記されています。 
この日は、部活動発足式もありましたので、そのことにも

絡めて話をしました。現２・３年生が１年生の頃、部活動に入
部する際に大きな不安を抱いていたように、今年入学した１
年生も同様であると、だからこそ、自分の姿に重ね合わせ、
相手の立場に立って１年生を温かく迎え、しっかり支えてほ
しいと話しました。きっと「恕」の思いを理解し、「恕る」・「恕
す」ことを実現し、部活動だけではなく、学校生活の中でも、
互いに支え合い、高め合う学校になると期待しています。 
 
※本校の学校生活・部活動だけではなく、クラブチームや
社会体育、習い事なども含めて同じ思いです。どうぞそれ
ぞれの場所・環境で「恕」を実践してください！ 

そして、心から応援しています。頑張れ！がんばれ！ 

「恕る」・「恕す」なんて読むの？ 



 


